
 

会 議 録 

会議の名称 令和５年度第１回桜学園ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ（CS）推進会議 
開催日時 令和５年５月１８日 開会９：３０ 閉会１１：３０ 
開催場所 桜学園つくば市立桜中学校 会議室 
事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 
出 
席 
者 

委員 
 

野村光良、中埜貴元、水谷浩子、後藤美千代、鈴木清次、 
橋本幸雄、猪野研一、久松正樹、吉田博、白砂統己、細田潤、

片岡均、石井かおる、中泉正市、天貝貢、樋口弓子、 
宮本孝礼、飯岡達郎 
桜中学校：校長 嶋田稔、  教務主任 熊谷悟 
栄小学校：校長 三輪俊一、 教務主任 川田玲美 
九重小学校：校長 小林真理子 
栗原小学校：校長 岡野真弓 

その他  
事務局 教育局長 吉沼正美    学び推進課課長 岡野知樹 

学び推進課参事 久松和則  
生涯学習推進課課長補佐 色川純子 

公開・非公開の別 ☑公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 ０人 
非公開の場合はそ

の理由 
 
 

議題 
 

１ 学校運営の基本方針について 
２ 学校教育活動の紹介 
３ 熟議「地域を生かした学園づくり」 
４ その他（推進会議の今後の予定） 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 
会

議

次

第 

１ 開会 
２ 選任通知書の交付 
３ 教育長あいさつ 
４ 自己紹介 
５ つくば市コミュニティ・スクールについて 
６ 座長・副座長の選出 
７ 協議 

 
 
 



 

 ＜審議内容＞ 

１ 開会 

２ 選任通知書の交付（吉沼教育局長から代表者へ） 

  ① 選任通知書交付（代表者 天貝委員） 

  ② 地域学校協働活動推進員あいさつ（代表者 野村委員） 

 ３名紹介 吉田委員・天貝委員・酒井委員（欠席） 

３ 教育長あいさつ（吉沼教育局長が代読） 

４ 自己紹介 

５ つくば市コミュニティ・スクールについ（社会教育主事 渡邉） 

６ 座長・副座長の選出 

  座 長：五頭委員   

副座長：久松委員 

７ 協議  座長欠席のため、久松委員（副座長）が進行 

〈協議１〉 

(1) 学校運営の基本方針について 

 ①学園グランドデザイン説明 

桜学園長桜中：嶋田校長 

 ②小学校グランドデザイン説明 

  栄小：三輪校長 九重小：小林校長 栗原小：岡野校長 

 ③中学校グランドデザイン説明 

  桜中：嶋田校長 

 ④グランドデザインについて補足（久松副座長） 

質疑応答 → なし → 賛同多数（挙手）    

 (2) 学校教育活動の紹介 

〈協議２〉 

  ① スポーツフェスティバルについて（野村委員） 

  ② 九重小学区の活動について（吉田委員） 

１）九重小通学路・危険箇所改善の要望 

２）おやじの会 

  ③ 栗原小学区の様子について（天貝委員） 

   ・地域住民の協力が得やすい。 

   ・新設校の学区問題が上がっている。 

  ④ 県 PTA 連絡協議会の現状について（樋口委員） 

   ・先生方が、県 P 連の活動についてほとんど知らない。 

   ・つくば市の県 P 連脱退が続いている。 

・県 P 連の HP を必ず見て、情報を得てほしい。 

― 休 憩 ― 

〈協議３〉熟議：地域を生かした学園づくり 

  ファシリテーター：熊谷教務主任（桜中） 

  テーマ「桜学園の今の子供たちはどのように見えますか」 

     「CS を通して、学園・小、中学校として、保護者として、地域とし 

てできることは」 

  ① グループ協議 20 分間 

  ② 情報共有（グループ代表者発表）・児童生徒の実態 ☆対策等 



 

   グループ１ ・コミュニケーション能力の低下 

         ・個性が強い。 

         ・地域の中で（外で）遊ばない。 

         ・受け身的な子が多い、指示待ち。 

         ・自転車の乗り方、一か所に集まっている。 

         ☆地域・学校・親のコミュニケーションが必要ではないか。 

         ☆地域人材を使って（人財バンク） 

         ☆体験活動を行わせてあげたい。 

   グループ２ ・ゲーム時間が長い 

         ・昔よりもおとなしいか 

         ☆児童生徒にあいさつをしっかりさせたい。 

         ☆草刈り等、地域活動を入れたい。 

   グループ３ ・不登校の増加 

         ・体育等でのけがの増加 

         ・外遊び、体力の低下 

         ・虫歯が少なくなった（家庭教育の成果） 

         ☆金田台地域の生態調査が進んでいる（筑波大学）。自然

観察会への参加をお願いしたい。 

   グループ４ ・地元外から入ってきた住民が増えている。多様性を重視

してほしい。 

         ・児童生徒と教師の信頼関係をより強めたい。 

   グループ５ ☆不登校対応が必要 

         ☆防災教育 

         ☆地域行事への参加 

   グループ６ ・コミュニケーション不足。先生は、忙しい手を止めて、子 

供の話を聴いてほしい。 

         ・あいさつできない。 

         ・栄・九重・栗原で、地域、子供たちの様子は違う。お互い

に情報共有をしていくことが大切。 

         ☆不登校問題。子供が学校に合っていないのか？多様性を 

含めて、視点を変えて話し合っていかなければならない。 

〈その他〉CS 推進会議の予定について（栄小三輪校長） 

      〇年４回開催予定 

       令和５年 ６月２８日（水）午前中 栄小 

       令和５年１２月 １日（金）九重小 

       令和６年 ２月 ２日（金）栗原小 

８ 閉会 

 

 

 



令和 5年度第 1回桜学園コミュニティ・スクール 推進会議

日時 :令和 5年 5月 18日 (木 )

9:30～

場所 :桜 中学校 会議室

次  第

1 開  会

2 選任通知書交付

3 挨拶

4 説明事項

つくば市のコミュニティ・スクール導入について

5 座長・ 副座長の選出

6 協  議

(1)学校運営の基本方針 について

(2)学校の教育活動や地域の活動事例の紹介

(3)そ の他

・ コミュニティ・ スクール推進会議の今後の予定 について

7 閉  会



令和 5年度 桜学園コミュニティ・スクール推進会議

(第 1回 :5月 18日 木曜日)受付名簿

番号 委嘱の区分 氏 名 よみがな 所属・役職 出欠席

l (2)地域住民 野村 光良 のむら みつよし R5地 l■コーディネーターRS桜中俊損食長 出席 欠席

2 (2)地域住民 中埜 貴元 なかの たかゆき 国土地理院勤務 出席 欠席

3 (2)地域住民 水谷 浩子 みずたに ひろこ R4学校評議員 出席 欠席

4 (1)児童・生徒の保護者 五頭 泰誠 ごとう やすまさ R5桜中PTA会長R5CS推4裁鰍再ll富長 出席 欠席

5 (3)各学校長・教職員 嶋田  稔 しまだ みのる R5桜中校長 出席 欠席

6 (4)学識経験者 酒井 政彦 さかい まさひこ RS栄小コーデイホーター主lを光H横員 え榮小快員 出席 欠席

7 (2)地域住民 後藤美千代 ごとう みちよ 金田台の生態系を守る会 出席 欠席

8 (2)地域住民 鈴木 清次 すずき せいじ 桜川漁業協同組合代表理事組合長 出席 欠席

9 (2)地域住民 橋本 幸雄 はしもと ゆきお 栄幼稚園園長 出席 欠席

10 (1)児童 。生徒の保護者 猪野 研一 いの けんいち R5栄小PTA会長 出席 欠席

11 (4)学識経験者 久松 正樹 ひさまつ まさき R4栄小校長R5CS推 進会描剛座長 出席 欠席

12 (3)各学校長・教職員 三輪 俊一 みわ しゅんいち R5栄小校長 出席 欠席

13 (1)児童・生徒の保護者 吉田  博 よしだ ひろし R5九重小コーディネーター 出席 欠席

14 (2)地域住民 白砂 統己 しらすな もとき R4学校評議委員おやしの会会長 出席 欠席

15 (2)地域住民 細田  潤 ほそた じゅん R4学校評議員 出席 欠席

16 (2)地域住民 片岡  均 かたおか ひとし R4学校評議員 出席 欠席

17 (1)児童・生徒の保護者 石井かおる いしい かおる R5九重小PTA会長 出席 欠席

18 (3)各学校長・教職員 小林真理子 こばやし まりこ R5九重小校長 出席 欠席

19 (2)地域住民 中泉 正市 なかいずみ まさいち 元PTAttA R4,機 ド颯A 学校環境整備 出席 欠席

20 (4)学識経験者 天貝  貢 あまがい みつぎ 出席 欠席

21 (2)地域住民 樋口 弓子 ひぐち ゆみこ 元 PTA会 長 R4学 校 B平議員

現県PTA連絡協議会役員 出席 欠席

22 (2)地域住民 宮本 孝礼 みやもと たかひろ 郵便局長 出席 欠席

23 (4)学識経験者 宮本 健次 みやもと けんじ元栗原小校長 出席 欠席

24 (1)児童・生徒の保護者 飯岡 達郎 いいおか たつろう R5栗原小PTA会長 出席 欠席

25 (3)各学校長・教職員 岡野 真弓 おかの まゆみ R5栗原小校長 出席 欠席
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桜 学 園 つ くば 市 立

栄 小学校  つくば市金園54    〒30S-0018

〈顧P〉 http:〃 www.tsukIIba.ed.ip/― saltte/

九重小学校 つくば市上ノ室2126 〒305‐0023

くHP〉 http:〃 www.tsukuba.ed.ip/― l(okonoe/

栗原小学校 つくば市栗原 2018  〒305-0001

くⅡP〉 http:〃 www.tsukubaoed.ip/― kurihara/

桜 中学校  つくば市さくらの森 32 〒305-0019

(HP〉 http://www.tsukuba.ed,ir)/～ sakura/

TEL029-857-2037  FAX029-857‐ 6179
〈E―mail〉 sakae01@tkb・ed.jp

TEL029‐ 857‐2036  FAX029‐ 857-6209
くE…mail〉 koko01(9tkb・ ed・ jp

TEL029中857-2049  FAX029-857-6515
くE…mail〉 kuri01@tkb・ ed.jp

TEL029‐ 857-2038  FAX029-857-6342
くE…mail〉 sakura01便砂tkb・ ed・jP桜中体育祭 学園スポーツ交流大会



つqば市線育の

基本理念

靭 舶 か だ か↓出   伊 <
「学ぴ」の実現

桜学園が進める小中一貫教育

研究テーマ「自ら学ぶ意欲をもち、考えを深め合う児童生徒の育成」

学ぶ力 人とF美可わるカ
ー ′    力

具体的な取組

☆桜学園共通 健康安全国標の実践

☆地域防災訓練の実施

(引 き渡 し訂1練′桜学国防災連絡会議 )

☆主也域の人材を生かした防災

☆ 9年間を見通 した体力づ くり

(体カテス トの分析と体力向上の共通実践 )

輝く未来

「通重な逢路選択を見今庭え,1生灌にわ i

lたう t撃ぼうとする姿勢をもち学つ蓋B.

に取り組むことができる。     '

とんで自のの考えを伝え′分かるま

でねばり強く学召に取り率Eむ ことが

できる。

事ぶ換しきを感じ′ヤ習に集中して | |
取り組むことができる。

1友達に対して患tヽゃりがある奮動が上

:驚艤 魂 議華

i準んで心と体を犠 1韓康‐安全に

きる。

1目:諺
瞳

,難

☆主体的に学ぶための課題設定と単元構成の工夫

を通して
☆「主体的 。対話的で深い学び」のある授業実践

☆「学習系統表』「指導の構想・重点」の活用

☆学園共通の「学習の手弓|き」の活用

☆「UDの視点による授業改善Jマ三ュアル活用

☆桜学園漢字 。計蕪カテスト′ことわざ検定

☆つくばスタイル琴斗と各教科 。領域を関連させた

授業実践(キャリアパスポー トの活用 )

☆小小′小中連携授業
☆発信型プロジェク ト学習
☆考えを深め合う活動
☆桜学園クリーン作戦

7年生徒の交流

小中連携

(8年 8年妨受授業)

実
践
研
究
部
会

☆桜学園共通 生活目標の実践
―
☆生徒指導部会での情報交換
☆小中連絡会 (6年・ 7年′ 6年 。9年 )

・☆桜学園マナーアップ運動
☆桜学園いしめゼロフオーラム

☆みんなのやくそくフアイプの実践

|― ☆生徒指導系統表の活用 あいさつ運動 (小中含周)

実践研究部会 自分づくり部会 保健安全部会
康
安
全
部
会学年・ブロック連絡

―
会 学園防災連絡会議



令和 5年度 桜学園つ くば市立九重小学校グラン ドデザイ ン

く本県教育の日標>
ひとりひとりの能力を開発し

豊かな人F鳳性を塔う
じょうさな身体をつくり

たくましい心を養う
郷上を要と協力とあう心を育てる

学園歌青目標 夢をもち、自立して

社会に貢献てきる児童・生生の育成

コ1 まじめになろう
人につくそう 正しく強くなるう

校

<つ くば市の目指す学口・学校像>
みんなが幸せを実感できる

学園・学校
～自己実現できる学校・みんなで支え
合い、みんなが生き生きした学校～

園摘す諄校像
・子供にとって幸せを実感できる学校
・教師にとつて 能力が発揮できる学校
・家庭や地域に信頼され 開かれた学校

鱒i紳す銘鐵像
・主体的に学ぶ児童 《知》
・思いやりのある見董 《徳)

・心身共にたくましい児 《体》

目指サ教師像
・使命感・情熱に満ちた教師
・指導力があり信頼される敦師
・夢を育む人間性豊かな教師

《学校経営方針の重点 ≫
「活力あふれる学校づくり」

0児童―入一人が、楽しく充実した生活が送れる学校

O教職員の能力を十分に発揮 しチームとして取り組める学校

O保護者・地域との連携・協働による地域とともにある学校

迄略戸
う 【知】

①主体的に学びに向かう態度の育成
・学ぶ意欲を高める

‐
課題設定と単元構成の工夫

②対話的な学びをεIき 臨す協働的な授業の展開
・自分の考えを伝え合う時間の設定で考えが深よる授業展Fォニ

③「分かるJ授業のための1人 1台端末を活用した指導の工夫
・個別最適化学習・指導体制 (一部教科担任綱)

【数値目採】
・自ら学び伝え合う授業実践…学按評価肯定評価 9齢以上 (R4:87監)

鍛え合う   【体】
《重 点》

①体力づくり活動の充実
・「体育Jを要とした体力づくり (教科担任制の導入)

②保健 `安全教育の徹底
・防災訓練、情報モラル数室.性に関する指導等の充実

③家庭と連携した心身の健康づくり
・定期白もな教育相談の実施
【数値目標】
・体力診断テスト…A+Bの割合 40路以上 (R4:35%)

≪ 安心安全な学校づ くり ≫

O教職員の危機管理の徹底と共通理解・チーム対応

児童の命を第一に考えた危機管理の徹底と共通認識
0児童一人一人の心の居場所となる学校・学級づくり

0地域や学園と連続した学園・学校防災

≪組 織 目標 ≫

自ら学び、伝え合い、良さを認め、

高め合うことができる児童の育成
0「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善
・自ら学ぶための課題解決的な学習の設定と単元構成の工夫
・思いや考えを伝え合い良さを認め合う交流の場の設定

0特別活動の充実

0道徳活動の充実

Bめ 合う   【徳】
〔重 点》

①児童が活躍できる場の設定や特別活動の充実
・係・委員会活動の活性化 (児童主体で動ける体制づくり)

②よりよく生活する力を育む指導の充実
・自己有用感・自己資定感を高める活動の工夫
・「道徳」を要とした心の教育の充実

【数値目標】
,学校が楽しい一学校評価肯定評価 90%以 上 (R4:89%)

連携じ合う 【繋】
〔重 点》

①積お墓的な情報の発信・共有
・情P・ メール配個の充実、学校評価の有効活用

②ここのえボランティアの積極的な活用
・人材バンク整備 (環境整備、読み聞かせ、GT等 )

③家庭・地域・関係機関との連携
。児童館、おやじの会との連携協力、CSの推進

【数値目標】
・開かれた学校…学校評価肯定評価 9期以上 (R4:90監 )

≪ 教職員の資質向上 ≫

0服務規律の確保及びメンタルヘルスケア

OPBCAサイクルによる教育の質の向上

○教育の質を落とさず、子供と向き合うための働き方改革
・コ諜の工夫と学期末短縮日課週間の設定
・在校等詩間の適切な管理と教職員の意識改革

本
機
の
教
育
目
壕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

夢
や
目
標
に
前
か
っ
て
　
自
ら
学
ど
、
力
を
合
わ
せ
、
前
藤
き
に
凛
り
組
む
鳳
童
″
育
歳

自ら学ぶ意欲をもち、考えを深め合う児童生徒の育成

～主体的に学ぶための課題設定と単元構成の工夫を通 して～

(学園研究のテーマ〉



萩城散育プラン
ー人一人が解く教育立螺を目指して

～手どもたちの自主性 B

自立性を育もう～

1 社会全体による〒どもたちの

自主性 。自立性の育成

2確かな学力の習得と渚用する

力の育成

3生涯にわたる学習と文化云

術,スポーツ活動の推進

4誰もが安心して寧べる教育環

境づくり

繭舎 令和 5年度 つ くば市立栄小学校 グランドデザイン

報像】

【具体的施策と目標檀】

つくば市の目指す学四・

学校像

みんなが幸せを実感できる

学園・学校

～ 自己実現できる学校・

みんなで支えあい

みんな力1生き生きした学校～

桜学四教育目標

夢をもち,自立して社会に

貢献する児童 ,生徒の青成

生徒槽準の売輿プロジエクト

ふれ合いプラン

とかな心を青む牧宙の推進

O夢 。感動のある楽しい集団づくり

。「居場所づくり」,「絆づくり」を

目指した学級経営の推進

。児童の主体的活動をヨ|き 出すため

の児童主役の学校行事の実施

・思いやりの心を脅てる「特別の教科

適衛」の指導の工夫

安心・安全ブロジェクト

機えあいプラン

健やかな体を青む数宙の椎送

○健康 。体力の向上

・基礎体カフップを目指した運目B圏

1賃づくり,運動能力向上に向けた

体青科学習指導の工夫

・コロすウイルス讐の感染症対策の

徹底

・健康安全への自己管理能力の育成

安全で安心な学校

安心・安全な学校環境づくり

,防犯踏団体等との連据と保護者へのl竜報提供

・危l幾管理マニュアルの再点検と全耳観員による共通理解・実践

・ 保護者や地上或と連協した学園含同防災訓練の実施

患選回避舶力のある児Eづくり

。児童目線で霞Bく 自分の墓を曹る実践曲な訓練の実施

g,演十Ⅲ〒ll様 ,

'げ
ガ守fL諒 正:下 itす でIⅢうlrと二三千:テ 【(手

お疑メk bi手 l ri言環

岳児ェ霊⇔券

「1覚 11r111を :Ⅲ

l亀れァイr体 :う ■
'fわ

|■ 17●犠再と

liオ 心用■ S(〕発

雪報と活力のある学校

信頼と活力ある学校づくり

・学校本一ムページ等による積極白」なl湾報発l日  。争校評価の積極白色な活用

・三ない運勤,過髯Dな会計処理=l国人情報保護 ・CS推進委員会の積極的,霊営

散職員の資資の向上

・働さ方改革の視点から1授業の菟a率化を図るための積極曲な教科担任制の導入

・ l囲の得意Pァ」野を育成するための実践Buな H観 員研修の実施

・将来を見通した自己研鎖の推奨と着手数野朝員の積極的な校務分事配置

議数ギ:船総ヨ

数台
''名

藝ぬ■,raFJ↓ Ⅲ学彎Iiの嶺〒ど1黒 i隻

=に
よくitわ つ〔いうといわれfttiい 11111が 朗〕%

輝く瞳をもつ子どもの育成を目指して

,「確かな単力」を青むために,′)人数.TT指導等を活用し個におした招導を行う。

2r豊かな心」を震うために,人を思いやる,bを青て1望ましい集団づくりに努める。

3r催ゃかな体」を育成するために,自ら進んで健康安全を実践する児童を育てる。

4信頼され1活力のある関かれた学校づくりに努める。

5授業力・人間力を高めるための研修を捲遠する。

学校教育目標
認め合い学ぴ合い,自分で者え行動する児童の育成

目指す児童像
進んで学ぶ子 思いやりのある子 たくましい子

籟織穏標
(ll電 |こ れf,そ さ～l鵜沖独導埠五轟うて,占 ら摯ぶ意欲を鳥l.Fl,■ きる均の商成を脚る.

(Ⅲ ■rちたる|)il上げ)'1観

'|(上

れるla頗継と安,む憩のある景襲う((イ)に努める.

目指す学校線
r慕 しい学校・安全な学技J

O安全で蜜ibし て学べる学校

●―大一人の児重が 1雲 く活力ある学

目指す数師像
「平ども日機t考えることがで會る機鱒J

O自らの人にB性・社会性・専門性を

自く執師

0月題・保護者・舶頬ズ〕ゝら悟顆さ

れ1幕われる教師

0明るく嶺題的な教師 学口研究,―マ

自ら学ぷ意欲をもち,者えを深め合う月重生徒の育成
～主体的に学ぶための課題設定と単元構成の工夫を通して～

0層蝸所づくり・ 静づくり

豊8轟篤黒凛電讐覆F霰黒霞霰轟ほ 曇趣蒸畠Iほ紀顎ぞ琶亀ど貴七aぷ急塔若苫冥転羞と霊辱腎こことP匿 雹砦看

感を重得させ,子ともたちの “集働づくり・ をしていく.特 日ul吾動を充実させ,さ まさまな体験を経験させたい。

①豊かな学びの農開

改贈員のl尋 憲分野を伸ばし,l月 屋の多様な二‥ズに笛えるために積極的な教科慢任おどを取り入れるこチームで:彗 彗

することで.一 人では見世さしてしまう鵜れのあるl月■の獲1と をキャッチし,問題の阜期発見・ 早期解決に努める.

また、GIGA婉 末や ICT構 隠の活用を通した如興的な操業を晟P′目する。

。chalengeて 絡戦〕&Changeく変1と )

これからの時代に対応するためにも、慣例にとらわれす自分をより成長させるための挑戦や社会や周囲の状況に応

した変化に即備喜」廊できる資質を再める.

!数十■襲森〕

十
='ユ

)'賞′ドⅢI :■
l,コ IⅢⅢ互I中 `l!予

″iプ |イ
ー

: ff■:貯 llll五 と
'4LJ〕

コrl「 ぃ%

学びのブロジェクト

学びあいプラン

確かな学力を育む教育の推進

O分かるよ受業の農関

・ l匿 に応した学圏指導を目指す多1ま

な授業の提供 bヽ数科担任制の推進

`「教え」から「学び」へ,個々の学

力を高める工大

・ GIGAス クール構想による学校

iCT教育の推進

二1枚 tttl l立 ボ1

1惇かた1学力 !ゴ :て′〕彗単 評柚ア イつ

一子‐41;"郁とな却蛹の剖iニュ|■ヨチ

爾かれた学校づくリプロジエクト

塵きあいプラン

桜単田小中一貫敬宙の推進

O研究推進壱日会

・令和 6年度研究発表会に向けての

研究の中心を担う。課題提示と単

元構成に視点を置いた授業実践の

推進

O自分づくり部会

・クリーン作斡,マす―タップ運動な

ど悩学園共同の特月」這動の充実

O健康安全吝8会

・防災意S制 の高揚のため桜学園合周

の地1或防災訓練の実占色

保冑口,幼稚国との連携の強化

○保幼小連携

・相互授業参観讐の定期的な実施

・保幼小連絡会議の実施

証1貿Ⅲ花114泰涙

rlll増J fl数 FfJをの学校評価,ンケ

ードで占空曲を静:hl,ユ 11′ ]80勇



【組織目標】
。見通しを持たせる単元計画を

作成し、学習の基盤となる資質。

能力を育み、学力の向上を図る。

・心身の健康を目指し、自分のよ

さを発揮できる場を通して、自

己有用感・ 自己肯定感を高める。

《安全・安心な学校づ くり》

・危機管理マニュアルの周知と共通理解
。安全点検の実施と速やかな反応

。校舎内外の見巨|り 、看護の徹底

・交通安全 :歩行、横断、r＼ ルメット

・生活安全 :安全な過ごし方の指導

・災害安全 :防災訓練、危機の余地・回避

能力の育成
。登下校時の見守 りの協力依頼

・防災連絡会議、引き渡し訓練の実施

《徳育プラン》

◇◇やさしい子の育成◇◇

【施策】

・朝のあいさつ運動の推進

・道徳の学びを実践する体験活動の充実
。たてわり活動による人間関係づくり
。自主的な活動を促す会社活動 。キンズ

イベン トの活性化
。学校生活アンケー ト、教育相談の実施

〔数値目標】

・渉)い さつができる 90%
。学校が楽 しい 90%

目指す児童像

・ (か しこい子)

。(や さしい子)

。(た くましい子)

よく考え、進んで学ぶ子

礼儀正しく、思いや りのある子

心身ともに健康で、粘 り強く

や りぬく子

【桜学園研究テーマ】

「 自ら学ぶ意欲をもち、考えを

深め合う児童生徒の育成 」

～ 主体的に学ぶための課題設
定 と単元構成の工夫 を通 して

《知育プラン》

◇◇か しこい子の育成◇◇

【施策】

・見通 しをもつた単元計画による学習の

展開

。「問い」となる課題設定の工夫

「教えから学びへ」

・効果的な学習形態の工夫

・ICT機器を活用した授業展開の工夫

・読書活動の推進

〔数値目標】

・県学力診断テス ト

・読書 50冊 80%
房詩,L+2

《家庭 。地域 。学園 との連携》
。積極的な情報発信、情報収集

・地域の人的 。物的資源の活用

。学校評価の充実・活用

(家庭}健やかな心身を育てる場

あいさつ、手伝い、家庭学習の習慣化

{地域}地域の子どもを育てる場

子供会、地域行事、地域の安全

{学園}月司― 肩ヽ中間の連携・協議

保幼との連携・接続推進

晒 i

4

《体育プラン》

◇◇たくましい子の育成◇◇

【施策】

・体育の授業の創意工夫 と外遊びの奨励

・体幹、バランスの強化

・学級遊び、たてわり班遊びの充実

・けが予防のための学習教室の実施

・早寝、早起き等の生活 ジズム徹底

・交通安全教室、防災訓練等の実施

【数値目標】

・体カテス トA+B 62%
・早寝早起き朝ご飯 95%

《教職員の資質能力向上》

・研究テーーヤ′に洋|っ た授業研究による授

業力の向上

・自己肯定感を高めるための学級経営 (児

童理解)力の向上

。各種研究会ン＼7)積 艤的参加によるブJ曼

形成

・教育公務員 としてのコンプライアンス

t′ :)確 二1

・働 き方改革 と教職 果の ズンタルム、ァレス

ケア (目 標 :残 業時間全員月 15時間以内 ,

学校経営方針

心身の健康を目持 し「自ら進んで行動する学校 J

学校経営 3本の柱「命 。あいさつ 。授業」

令和 5年度 桜学園つくば市立栗原小学校グランドデザイン

R5.4.3 校長

(本県教育の目標)

・ひとりひとりの能力を開発し

豊かな人間性をつちかう

。じょうぶな身体をつくり

たくましい心を養う

。郷とを愛し

協力し合う心を育てる

園目標

夢をもち、自立して社会に貢献できる児童生徒の育成

学校教育目標

夢に向かつて進む 心豊かでたくましい栗原つ子の育成

～心身を鍛える教育活動の工夫・改善を通 して～

目指す学校像

・笑顔あふれる学校

・誰からも信頼される学校

・安全で安心して過ごせる学校

・地域とともにある学校

目指す教師像
。明るく、元気な笑顔で向き合える教師

・子どもの良さを生かし、伸ぼせる教師

・体験、知識が豊富な教師

・自ら研修し、新たなことに挑戦できる教師

(つ くば市の目指す学園・学校)

みんなが幸せを実感できる学園・

学校

～自己実現できる学校 。みんなで

支え合い、みんなが生き生きした

学校～

【桜学園 小中一貫教育の推進】◎実践研究部会 (桜中 。栄小)③保健安全部会 (栗原小)◎ 自分づくり都会 (九重小)(令和 6年度学園発表 )



令和5年度 学校経営全体構想(グランドデザイン) 桜学園 つくば市立桜中学校

罐か憩攀豫 箆かな心 悼 掬

働き方改革の推進に向けて

定貯退勤日の実施  ・行宇内容の精選  ・部活動の複数顧闘制  。

'迎

特程の兄直し 。年体取得の促進
業務改善やスリム化による勤務時間の通工 rヒ  ・学校開庁母の設定 (夏季休業日、冬■体業「 )

こ本撃篤|の 数蘭目標ヨ

夢をモ,ら , 自立と′て社会に貰献十る

【茨城県教育の目標】

C)ひ とりひとりの能力を開発 とフ

豊かな人間性をつ士)か う
0じ ょうぶな身体をつくり

たくましい心を養 う
O郷■を愛 し

協力しあう心を育てる

〔黙機の数蘊
~l攘

韓

大志と信念をもち やさしく たく表〔′く

社会に貢献する4と従の育成

【校 訓】・誠 実 。自 召I t創 造

【つくば市の目指す学園・学校篠】

『みんなが幸せを実感できる
学園・学校』

～自己実現できる学校
。みんなで文え_合い、

みんなが生き生きした学校～

【めざす生徒像】
O自 分にできることを考え実行できる

社会力のある生徒
O大きな夢を1)ア )、 真剣に努力する生

徒
○豊かな心をもち,多 くの感動を体験

する生徒
OttlttRを 重んじ、明るくさわやかtと 生

活する生徒

<事 ・感動のある楽 しい学校 >
〇■徒にとィつて,授業がよくわかり,学′ポ楽

と′さが味わえる学校
(D教師にとってやりがいのある学校

O保護者や地I攻 から信頼される学校

めざす学校像 【めざす教師像】
○生徒に寄り添い,生徒と共(■ 歩む教

師
⑤研修に励み,授業で勝負できる教師

○保護者や地域の願いを知り,信頼に
応えられる教師

0人 と人とのつながりを大切にする社
会力のある教Fl

【 経 営 の 理 念 】

O生徒一人一人の夢の実現のため,共に学び,)(に磨き,共に般友,共に育てる学校づくり
O社会の変十七に対応 ヒ́た特色ある教育活動を辰開と́,碓かな学力の定着を国る「生きる力・社会ノチJの 有lJk

O生徒会活動,〉 lP,性 rと を図り, 自分たちの生活を自分たらで改善 と́ていこうとする意識や態度の育成
CDい じめや不登技生徒を出さない積極的なかかわりのできる奪湖性 と指導力σD向 上に努める「チーム桜」
○家)を や地域の教育力を生かと夕,信猿と活力を首む「チーム桜」

【令和5年度 教育活動スローガン】
夢を見て、夢を追いかけ、夢をかなえる !

夢を育む教育を推進し,夢の実現に向けて「本気」で取り組む生徒を育てる

学園研究テーマ
鶏ら学ぶ意欲をもち、考えを深め合う児童生徒の育成

～ 主体的に学ぶための課題設定と単元構成の工夫を通して ～

自己の可能性に挑戦するJ二 徒の育成
(小 中一貫教育 :実険研究部会)

心豊かで誠実に行動する生従の育成
(/ど キヽ1-貰教育 : 自分づく り吉子;会 )

健康で活力に満ちた生徒の育成
(小 中一貫教育 :健康安全部会)

【重点 日標】
(こ)能力や 1司 に応 じたきめ細かテ

l｀ 指導 と主体
的・対話的で深い学びに 働けた授業改善

l望 イ 日ヽ獣 1

0生徒 人 人が進茂感や成功感を抹わえ
る感動打く験を伴 う教育活動の実幾

【重点日伴】
〔⊃健康や安全に関する正しい知i歳 と生活習

1貰 を身 ,こ つけさせる教育活動の実践

<教 えから学びへ>
C小中 貰̈教育の推進による「わかる楽し

い授業づくりJ

・探究坐及び課題解決型学習の推進
・少人数指卓及びTT指 導の充実
・Кユ

｀
機器の効果為,な 活用

,学ブ」口]上 ブ rコ ジェクトを生かした1受 業
力の莉上 (学び方)

0つ くばスタイルド1芋習の充実
・地)1人材,素材の活用
・白立をlォとすキャツア教育の充実

O学年′学級千卜営の充実及び感
=う

のある学
校行事の創工|

・学年・学級のホ↑づくり
・無言i青 掃の推進
・学年集会の活‖士化
・主体的な生lt会活動の離進

①生徒指導の充実
・基本的な生活習慣の定着
・学業撫導と教育相談の充実
・約束7ァ イブの徹底

O心の教育の充実
・4キ別な教科道徳の時間の創言二夫
・ボランティア活動の充実
・マナーアンブ連動の推進
・いじめゼロフォーラ′、¢)実施

魅廉教育の推進と危機密理 ll、制の,イと立
・食育の推 ,生 (早寝・早起き 。朝ゴはん

栄養職員による食吉の指導)

・学校安全の充実
・健康宏仝への白己管理能力♂)育成
・感染症対応と新しい生活様式の実践
部活動の充実
・礼儀・規範・耐性・連4,感の育成
・′とヽユ々r)鍛キ束と鍵房捷ユ曽1佐

,本 ノ,r)く り(/,1社 i笙

・体育行事 での小中交流
〕r常 災害等への刈応能力の合成
・小r,合同

')防 '洞

‖綴〔
・地域防災の意識化

信頼される開かれた学校づくりの推進

♂)¢) σ) ,〉,) 〔ノ)

<管理か ら自己決 へ > <健康を保持増進する由己管モ堅へ>

アアター スクールの充実

庭学習の習慣化
家庭との連携強化
家庭学習の手引きの利井〕

③家庭・地域との連携
・オープンスクール,学校行事の公開  ・各種たより (学周だより,学校だより,学年・学級だより,保鍵だより年)

・学校こlPの 充実  ・地域●)人材活用  ・P牡
｀
A奉仕r乍業,地域奉仕作業の実施  ・宋境lEC運 動

・桜学用コミュニティ・スク…ル推進会議の開催
○コンプライアンス意識の向上 (服務規律の確認、ボ トムアップ型研修α)充 実、より良い職場環境づくり)



 

会 議 録 

会議の名称 令和５年度第２回桜学園ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ（CS）推進会議 

開催日時 令和５年６月２８日 開会９：30 閉会 11：30 

開催場所 桜学園つくば市立栄小学校 CAI 室 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

出 

席 

者 

委員 

 

野村光良、中埜貴元、水谷浩子、後藤美千代、鈴木清次、 

橋本幸雄、猪野研一、久松正樹、白砂統己、片岡均、 

石井かおる、中泉正市、樋口弓子、宮本孝礼、宮本健次、 

飯岡達郎 

桜中学校：校長 嶋田稔 

栄小学校：校長 三輪俊一 

九重小学校：校長 小林真理子 

栗原小学校：校長 岡野真弓 

その他 栄小学校：教頭 青木仁昌 

九重小学校：教頭 芳賀千重 

事務局 生涯学習推進課課長補佐 色川純子 

地域連携係係長 飯島遊、社会教育主事 渡邉亮太、 

地域連携教育指導員 酒井和宏 小島健 

公開・非公開の別 ☑公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 ０人 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

１ 学園の教育活動について 

２ 熟議 

「学校の教育活動において、子供たちのために学校と地域が

行えることは ～現在における地域の資源・人財・活動等の

理解を通して～」 

３ その他（推進会議の今後の予定） 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 

会

議

次

第 

１ 開会 (1)座長あいさつ (2)学園長あいさつ 

２ 第 1 回議事の確認 

３ 学校見学 

４ 協議 

５ 閉会 

 

 ＜審議内容＞ 



 

１ 開会 (1) 座長挨拶 (2) 学園長挨拶 

２ 座長より (1) 第１回議事録の確認 

３ 学校見学 

４ 協議 

(1) 学園の教育活動について 

ア 各小中学校より ※4 月から６月までの教育活動について 

  ・学園で実施 挨拶運動 

  ・各学校で実施 

(2) 熟議 ファシリテーター：久松副座長 

「学校の教育活動において、子どもたちのために学校と地域が行えることは 

～現在における地域の資源・人財・活動等の理解を通して～」 

ア グループ協議 ５０分間 

イ 情報共有（グループ代表者発表） 

 ウ 各グループの発表 

 【第１グループ】  

①防災について 

  ・桜川の氾濫→冠水する場所あり→危険 

    ⇒普段から児童生徒が桜中に徒歩で避難する訓練が必要  

  ②地域の宝について 

  ・児童生徒に地域の良さを認識させ、地域に愛着をもたせる必要 

    ⇒例：栗原の白布…正倉院に納められている租庸調の一つ 

  ③学園に残る自然について 

  ・蛍 

  ・ワイナリー→金田台の自然の利活用 

  ・児童生徒による地元の自然への興味・関心と故郷への想いをもたせる必   

   要性 

  ・歴史を知っている人からの学び 

  

【第２グループ】 

  ①地域の力について⇒人材バンクの整備と活用 

  ・読み聞かせ、家庭科の授業、奉仕作業、挨拶運動、SNS 教育、キャリア教

育、地域の自然、地域の建物等 

  ・教科名と単元名、どんな人材、専門家が必要か、見通しを立てることの必

要性 

  

【第３グループ】 

  ①人材について学校で情報収集、学園で情報共有 

  ②非常事態→スマホ使用不可→どうするか、考えておくことの重要性 

  ・通学路、駐車スペースなし、環境整備必要 

 

 【第４グループ】 

  ①地域の人材バンクについて 

  ・部活動指導者、職場体験等 

  ・学校が必要なものを地域に周知する方法の熟考 



 

  ・体験学習では、地域の人と共に体験する必要 

  ・コミュニケーション能力の向上の重要性 

 

【第５グループ】 

  ①教員がやるべきことではないことについて 

⇒例：部活動、除草作業、登下校の見守り等 

    ⇒手伝っていただけるとありがたい。しかし、時間が制約される。ど

うしたらよいか。 

  ・人材バンクのリストの必要性 

  ・授業参観を兼ねた裁縫（ミシン）や調理実習の授業 

 

 【第６グループ】 

  ①学校の困りごとについて 

    ⇒回覧板で伝える方法 

  ・地元の企業の活用（地域貢献） 

  ・下校時の安全ボランティア依頼 

  ・外国語を話せる保護者の活用 

  ・筑波大学の学生、国の機関（出前講座）活用  

    ⇒謝礼金の課題  

  ②一歩を踏み出す支援体制 

 

(3) その他 CS 推進会議の予定について（九重小 小林校長） 

  〇年４回開催予定 

   令和５年１２月 １日（金）午前中 九重小 

   令和６年 ２月 ２日（金）午前中 栗原小 

 

５ 閉会 

 



令和 5年度第 2回桜学園コミュニティ ースクール 推進会議

日時 :令和 5年 6月 28日 (水 )

9130～

場所 :栄 小学校 CAI室

2

次  第

1 開  会

挨 拶

3 授業参観

4 協  議―

(1)前 国会議の内容 について

(2)学 園の教育活動 について

(3)熱議 「学校 と地域が一緒 にできることは」

(4)今 後の予定について

5 閉  会



令和 5年度 桜学園コミ三ニテイ・スクール推進会議

6・ 28

番号 委嘱の区分 氏 名 よみがな 所属・役職 出欠席

1 (2)地域住民 野村 光良 のむら みつよし
R5
R5

地域学校協働活動推進員
桜中後援会長 出席

2 (2)地域住民 中埜 貴元 なかの たかゆき 国土地理院勤務 出席

3 (2)地域住民 水谷 浩子 みずたに ひろこ R4学校評議員 出席

4 (1)児童・生徒の保護者 五頭 泰誠 ごとう やすまさ
R5桜中PTA会長
R5CS推進会議副座長 出席

5 (3)各学校長・教職員 嶋田  稔 しまだ みのる R5桜中校長 出席

6 (4)学識経験者 酒井 政彦 さかい まさひこ R5地域学校協働活動推進員
主任児童委員 元栄小校長 出席

7 (2)地域住民 後藤美千代 ごとづ みちよ 金田台の生態系を守る会 出席

8 (2)地域住民 鈴木 清次 すずき せぃじ 桜川漁業協同組合代表理事組合長 出席

9 (2)地域住民 橋本 幸雄 はしもと ゆきお 栄幼稚園園長 出席

(1)児童・生徒の保護者 猪野 研― いの けんいち R5栄小PTA会長 出席

11 (4)学識経験者 久松 正樹 ひさまつ まさき R4栄小校長R5CS推進会議副座長 出席

12 (3)各学校長・教職員 三輪 俊一 みわ しゅんいち R5栄小校長 出席

13 (1)児 童・生徒の保護者 吉田  博 よしだ ひろし R5地域学校協働活動推進員 欠席

(2)地域住民 白砂 統己 しらすな もとき R4学校評議委員おやじの会会長 出席

15 (2)地域住民 細田  潤 ほそた じゅん R4学校評議員 欠席

(2)地域住民 片岡  均 かたおか ひとし R4学校評議員 出席

l 7 (1)児童・生徒の保護者 石井かおる いしい かおる R5九重小PTA会長 出席

18 (3)各 学校長・教職員 小林真理子 こばやし まりこ R5九重小校長 出席

19 (2)地域住民 中泉 正市 なかいずみ まさいち 元PTA会 長 R4学校評議員 学 校 環 境 整 備 出席

20 (4)学識経験者 天貝  貢 あまがい みつぎ R5栗原小地域学校協働活動推進員
元二の富小校長・ P連 民生委員 欠席

21 (2)地域住民 樋口 弓子 ひぐち ゆみこ 元PTA会 長 R4学 校詐平議員

現県PTA連絡協議会役員 出席

22 (2)地域住民 宮本 孝礼 みやもと たかひろ 郵便局長 出席

23 (4)学識経験者 宮本 健次 みやもと けんじ 元学校評議員 出席

(1)児童・生徒の保護者 飯岡 達郎 いいおか たつろう R5栗原小PTA会長 出席

(3)各学校長・教職員 岡野 真弓 おかの まゆみ R5栗原小校長! 出席



野村光良

中埜貴元

酒井政彦

五頭座長 久松副座長

Xこ の座席表は、熱議のグループも兼ねます。

橋本幸雄    五頭泰誠 白砂統己   水谷浩子

天貝頁 後藤美千代 片岡均 久松正樹

岡野真弓   嶋田稔 宮本孝礼

樋口弓子   鈴木清次 宮本健次   猪野研―

傍聴席

入 口

2023,6.28 (水 )

石井かおる

飯岡違郎

小林真理子

中泉正市



地域 との連携が可能な事項

桜中学校

1 教科等

・ 英語 ALT以 外にも、コミュニケーション活動ができる方

・ 家庭

実習 (ミ シンや調理)のサポー トをしてくださる方

・ キャリア教育

様々な職種の方に講師

職場体験への協力

・ 地域学習

防災教育等

2 部活動

・ 専門性を有する指導者

3 学校管理

・ 除草作業や花壇等の管理をしてくださる方

・ 校内を巡回し、生徒への支援をしてくださる方

栄小学校

・校外学習ヘサポー ト (付 き添い等)

・昔の遊びの指導者

・図工等でのサポー ト (低学年の道具 (グルーガン)

・国際理解教室・リコーダー 。そろばん 。町探検

。社会科のボランティア (食糧生産 。工場見学等)

・ブックトーク

・人権教育

・家庭科の支援 (ミ シン・調理)

・命の授業・租税教室

・クリーン作戦 (公園掃除)

・読み聞かせ・登下校

・版画・カッター)

栗原小学校

'図書ボランティア

・読み聞かせボランティア

・登下校安全ボランティア

・環境整備ボランティア (除草・樹木剪定)

・教科指導ボランティア (裁縫・ ミシン・調理実習・稲作・理科観察・電気モーター・

貝塚見学・命の授業・租税教育・出前授業・ジヨーダー・消防署

昔の暮らし。そろばん・稚魚放流・ゴミ・人権・星)

,つ くスタ外部講師 (ヤ ゴ救出・学校周辺探検・国際理解・エコアクション)



会 議 録

会議の名称 令和 5年度第 1回桜学園コミュニティ・スクJレ (cS)推進会議

開催 日時 令和 5年 5月 18日  開会 9:30 閉会 11:30
開催場所 桜学園つ くば市立桜中学校 会議室

事務局 (担当課 ) 教育局生涯学習推進課

出

席

者

委員 野村光良、中埜貴元、水谷浩子、後藤美千代、鈴木清次、

橋本幸雄、猪野研一、久松正樹、吉田博、白砂統己、細田潤、

片岡均、石井かおる、中泉正市、天貝貢、樋口弓子、

宮本孝礼、飯岡達郎

桜中学校 :校長 嶋田稔、  教務主任 熊谷悟

栄小学校 :校長 三輪俊一、 教務主任 川田玲美

九重小学校 :校長 小林真理子

栗原小学校 :校長 岡野真弓

その他

事務局 教育局長 吉沼正美    学び推進課課長 岡野知樹

学び推進課参事 久松和則

生涯学習推進課課長補佐 色川純子

公開・非公開の別 図公開 □非公開 □一部公開 傍聴者教 0人

非公開の場合はそ

の理由

議題 1 学校運営の基本方針について

2 学校教育活動の紹介

3 熟議 「地域を生かした学園づくり」

4 その他 (推進会議の今後の予定)

会議録署名人 確定年月日 年  月  日

会

議

次

第

1 開会

2 選任通知書の交付

3 教育長あいさつ

4 自己紹介

5 つくば市コミュニティ・スクールについて

6 座長・副座長の選出

7 協議



<審議内容>
1 開会
2 選任通知書の交付 (吉沼教育局長から代表者へ

)

① 選任通知書交付 (代表者 天貝委員)

② 地域学校協働活動推進員あいさつ (代表者 野村委員)

3名紹介 吉田委員・天貝委員・酒井委員 (欠席)

3 教育長あいさつ (吉沼教育局長が代読)

4 自己紹介
5 つくば市コミュニティ・スクールについ (社会教育主事 渡邊)

6 座長・副座長の選出
座 長 :五頭委員
副座長 :久松委員

7 協議  座長欠席のため、久松委員 (副座長)が進行
(協議 1)

(1)学校運営の基本方針について
①学園グランドデザイン説明
桜学園長桜中 :嶋田校長

②小学校グランドデザイン説明
栄小 :三輪校長 九重小 :小林校長 栗原小 !岡野校長

③中学校グランドデザイン説明
桜中 :嶋田校長

④グランドデザインについて補足 (久松副座長)

質疑応答 → なし → 賛同多数 (挙手)

(2)学校教育活動の紹介
(協議 2)

① スポーンフェスティバルについて (野村委員)

② 九重小学区の活動について (吉 田委員)

1)九重小通学路・危険箇所改善の要望
2)おやじの会

③ 栗原小学区の様子について (天貝委員)

・地域住民の協力が得やすい。
・新設校の学区問題が上がっている。

④ 県 PTA連絡協議会の現状について (樋 口委員)

・先生方が、県 P連の活動についてほとんど知らない。
口つくば市の県 P連脱退が続いている。
・県 P連の HPを必ず見て、情報を得てほしい。

一 休 憩 ―
(協議 3)熟議 :地域を生かした学園づくり
ファシジテーター :熊谷教務主任 (桜中)

テーマ「桜学園の今の子供たちはどのように見えますか」
「CSを通して、学園 口小、中学校として、保護者として、地域とし
てできることは」

① グループ協議 20分問
② 情報共有 (グループ代表者発表)・ 児童生徒の実態 ☆封策等



グループ 1 ・コミュニケーション能力の低下
・個性が強い。
・地域の中で (外で)遊ばない。
こ受け身的な子が多い、指示待ち。
E自 転車の乗 り方、一か所に集まっている。

☆地域 B学校・親のコミュニケーションが必要ではないか。

☆地域人材 を使 って (人財バンク)

☆体験活動を行わせてあげたい。

グァレープ 2 ・ゲーム時間が長い
。昔よりもお とな しいか

☆児童生徒にあいさつをしっか りさせたい。

☆草刈 り等、地域活動を入れたい。

グループ 3 ・不登校の増加
・体育等でのけがの増加

`外遊び、体力の低下
a虫歯が少なくなった (家庭教育の成果 )

☆金田台地域の生態調査が進んでいる (筑波大学)。 自然

観察会への参加をお願い したい。

グループ 4 日地元外か ら入つてきた住民が増えている。多様性を重視
してほしヤヽ。

・児童生徒 と教師の信頼関係をより強めたい。

グループ 5 ☆不登校姑応が必要

☆防災教育

☆地域行事への参加

グループ 6 ・コミュニケーション不足。先生は、忙 しい手を止めて、子

供の話を聴いてほ しい。
・あいさつできない。
・栄・九重・栗原で、地域、子供たちの様子は違 う。お互い

に情報共有を していくことが大切。

☆不登校問題。子供が学校に合っていないのか ?多様性を

含めて、視点を変えて話 し合っていかなければならない。

(その他〉CS推進会議の予定について (栄小三輪校長 )

〇年 4回開催予定

令和 5年  6月 28日 (水)午前中 栄小

令和 5年 12月  1日 (金)九重小

令和 6年  2月  2日 (金)栗原小

8 閉会







令和 5年度第 3回桜学園コミュニティ ロスクール 推進会議

同時 :令 和 5年 12月 1日 (金 )

9130～

場所 :九 重小学校  図工室

次 第

1 開  会

2 挨  拶

3 授業参観

4 協  議

(1)前回会議の内容について

(2)学園の教育活動について

(3)熟  議

「学校の教育活動において、子供たちのために学校 と地域が行えることは」

(4)今 後の予定について

(5)そ の 他

5 閉  会



令和 5年度 桜学園コミュニティ・スグール推進会議

(第 3回 :12月 1日 金曜日)受付名簿

番 弓 委嘱の区分 氏 名 よみがな 所属・役職 出欠席

1 (2)地域住民 野村 光良 のむら みつよし
R5
R5

地域学校協働活動推進員
桜中後扱会長 欠席

2 (2)地域住民 中埜 貴元 なかの たかゆき 国土地理院勤務
① 欠席

3 (2)地域住民 水谷 浩子 みずたに ひろこ R4学校評議員 〔曳)欠席
4 (1)児童 。生徒の保護者 五頭 泰誠 ごとう やすまさ R5桜中

R5CS
PTA会長
推進会議座長 欠席

5 (3)各学校長・教職員 嶋田  稔 しまだ みのる R5桜中校長 電C)欠席
6 (4)学識経験者 酒井 政彦 さかい まさひこ R5地域学校協働活動推進員

主任児童委員 元栄小校長 ⊂夢)欠席
7 (2)地域住民 後藤 美千代 ごとう みちよ 金田台の生態系を守る会 出席 ⑥

8 (2)地域住民 鈴木 清次 すずき せいじ 桜川漁業協同組合代表理事組合長
⑫ 欠席

9 (2)地域住民 橋本 幸雄 はしもと ゆきお 栄幼稚園園長 出席 σ

10 (1)児童・生徒の保護者 猪野 研一 いの けんいち R5栄小PTA会長
〇 欠席

ll (4)学識経験者 久松 正樹 ひさまつ まさき
R4
R5

栄小校長
CS推進会議副座長 (E)欠席

12 (3)各学校長・教職員 三輪 俊一 みわ しゅんいち R5栄小校長
⑮ 欠席

i3 (1)児童・生徒の保護者 吉田  博 よしだ ひろし R5地域学校協働活動推進員 欠席

(2)地域住民 白砂 統己 しらすな もとき R4学校評議委員おやじの会会長
頓 欠席

15 (2)地域住民 細田  潤 ほそた じゅん R4学校評議員 出席 ⑨

16 (2)地域住民 片岡  均 かたおか ひとし R4学校評議員 (互)欠席
17 (1)児童・生徒の保護者 石井 かおる いしい かおる R5九重小PTA会長

σ 欠席

18 (3)各学校長・教職員 小林 真理子 こばやし まりこ R5九重小校長
σ 欠席

19 (2)地域住民 中泉 正市 なかいずみ まさいち 元PTA会 長 R4学校評描員 学校 環 境 整 備
朗 欠席

(4)学識経験者 天貝  貢 あまがい みつぎ R5栗原小地域学校協働活動推進員
元工の宮Jヽ校長・P連・民生委員 出席 ①

21 (2)地域住民 樋口 弓子 ひぐち ゆみこ 元PTA会 長 R4学 校評艤典

現県PTA連絡協議会役員 ⑪ 欠席

22 (2)地域住民 宮本 孝礼 みやもと たかひろ 郵便局長
⑪ 欠席

23 (4)学識経験者 宮本 健次 みやもと けんじ 元学校評議員 Gつ 欠席
24 (1)児童・生徒の保護者 飯岡 達郎 いいおか たつろう R5栗原小PTA会長

⑩  欠席

25 (3)各学校長・教職員 岡野 真弓 おかの まゆみ R5栗原小校長
側  欠席



野村光良 水谷浩子

桜中

中埜貴元 嶋田稔

傍聴府

五頭座長 図工室

酒井政彦    鈴木渚次   橋本幸雄

栄小

猪野研一    三輪俊一   久松正樹

吉田博 白砂統己   片岡均

中泉正市   樋口久子   宮本孝礼

栗原小

宮本健次    岡野真弓   飯岡達郎

九重′Jヽ 出

入

り

口

石井かおる 小林真理子



桜 学 園

桜
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学園要覧 令和 5年度

学び合い・教え合い

小中連携豊かな心育成事業

共に磨く

学び合い・教え合い

学園あいさつ運動

業 小 学 強 九 ■ 小 学 校

甲

ナ
く

ィ
．
に

桜 中 学 校 黎 瞭 小 学 校

人との
かかわ り 夢を持ち、自立して畿無こ貢献できる児遺・卸 育成

穣 学 園 つ く l頭 市 立

栄 小学校  つくば市金田54    〒30争〔X,18
(HP〉 httP:〃 WWW・tsdttba.ed.ip/、 五臨謹/

九重小学校 つくば市上ノ室2126 〒305-(X123

(HP〉 httP://WWW・偽』血ba.ed.:Di鞄勲狐Oe/

果原小学被 つくば市粟原2018  〒311SЦ XX11

(HP〉 http:〃 wttw.tSukttba.ed,lD/‐kHμha湖
桜 中学校  つくば市さくらの森32 〒3“<X119

くHP〉 htt,://W｀ IW.tsは uba.ed.i,I、本akura/

TEЦ129 857 2037  FAX029-857-6179

くE-lman〉 sakac01@tkb・ ed.jP
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(E―mttl〉 kd【 o01@tkb・ed.jp

TEL《 )2宴857-2(H夕   FAX029-357-6315
(E―ma』〉 kun01@tkb.ed・ jp

TEL磁9笛72(138  FAX02,‐ 857-6342

くE‐ma誠〉samm01@tkb・ ed.jp
桜中体育祭 学園スポーツ交流大会



つくlざ市教育ω

基本理念

事に向かっていと,から1未案をひらく
「学び」の実現

桜学園が進める小中一貫教育

蝉

具体的な取組

☆桜学園共通 健康安全国標の実I完

☆地
"或

防災訓練の実施

(引 き渡し訓練′桜学園防災連絡会議)

☆地域の人材を生かした防災
☆9年間を見通した体力づくり
(体カテス トの分析と体力向上の共通実I完 )

避んで自分の君亮穀 ′分かるま

でな まつ強く宇習に取り絹むことが

で書も.

研究テーマ「自ら学ぶ意欲をもち、考えを深め合う児童生徒の育成」

☆主体的に学ぶための課題設定と単元構成の工夫
を通して

☆「盛千本的・対話的で深い学び」のある授業実E完

☆「学習系統機」「指導の構想・重点」の活用
☆学園共通の「学習の手引き」の活用
☆「UDの視点による授業改善」マニユアル活用
☆桜学園漢字・計算カテスト′ことわざ検定
☆つくばスタイル科と各教科・領域を関連させた
授業実践(キャリアパスポートの活用)

☆小小′小中連携授業
☆発信型プロジェク ト学習
☆考えを深め合う活動
☆桜学園クリーン作戦

7年生徒の交流

小中連携
(3年8年防策授業)

協攣
FB口

r           ,守

☆桜学園共通 生活目標の実践

☆生徒指導部会での情報交換

☆小中連絡会 (6年・ フ年′ 6年・ 9年 )

☆桜学園マナーアップ運動
☆桜学園いじめゼロフォーラム
☆みんなのやくそくフアイブの実践
☆生徒指導系統表の活用 あいさつ運動 (小中合同)

自分づくり部会

学園防災連絡会議



 

会 議 録 

会議の名称 令和５年度第４回桜学園ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ(CS)推進会議 

開催日時 令和６年２月２日 開会９：３０ 閉会１１：３０ 

開催場所 桜学園つくば市立栗原小学校 会議室 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

出 

席 

者 

委員 

 

野村光良、中埜貴元、酒井政彦、吉田博、白砂統己、 

中泉正市、天貝貢、樋口弓子、宮本孝礼、宮本健次、 

飯岡達郎 

桜中学校：校長 嶋田稔   

栄小学校：校長 三輪俊一 

九重小学校：校長 小林真理子 

栗原小学校：校長 岡野真弓   

その他 桜中学校：教頭 先﨑敬広 

栗原小学校：教頭 佐伯鉄夫 

事務局 生涯学習推進課 課長 澤頭由紀子 

生涯学習推進課 係長 飯島遊  

生涯学習推進課 社会教育主事 村上和宏 

地域連携教育指導員 酒井和宏 小島健 

公開・非公開の別 ☑公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 ０人 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

１ 前回の会議の内容について 

２ 学園の教育活動について 

３ 熟議「学校の教育活動においての今年度の成果と課題」 

４ 今後の予定について 

５ その他 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 

会

議

次

第 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 授業参観 

４ 協議 

５ 閉会 

 



 

 ＜審議内容＞ 
１ 開会  
２ 挨拶 
３ 授業参観 
４ 協議 
 (1)前回の会議内容について 

桜学園の教育活動の報告（学校、地域、保護者より） 
   ① 各学校の12月～１月までの教育活動について 
    ・ 各学校で新入生保護者説明会を実施 
(2)学園の教育活動について 

 (3)熟議 ファシリテーター：嶋田校長（桜中） 

「学校の教育活動においての今年度の成果と課題」 

   ① 各校の学校評価(保護者アンケート)の結果の説明 
    ア 桜中（嶋田校長） 

・ スポーツ・運動への取組 昨年比＋９％ 
・ 家庭での手紙・提出物の確認 昨年比＋８％ 
・ 校舎、校庭など美しい環境が保たれている 昨年比－８％ 
・ わかりやすい授業 69％→授業改善に努めている 
・ 学校が楽しい 85％    

イ 栄小（三輪校長） 
・ 16項目が80％以上の肯定的が16項目、90％以上が8項目 
・ 子どもたちの居場所づくり・絆づくりという組織目標 

・ 保護者に見えにくい部分について学校だよりの配信 
・ 本を読んでいる、学習時間 50％以下→家庭の協力を得ながら 
・ 体力向上が課題→養護教諭、体育部職員と対策検討 

ウ 九重小（小林校長） 
・ 組織目標「自ら学び伝え合いよさを認め高め合うことができる
児童の育成」に照らし合わせて 

・ 基礎学力が身に付いている87％ 「学び」 
・ 楽しく学校に通っている90％ 友達と仲良くしている95％ 
→ 自己有用感、自己肯定感 「伝え合いよさを認め高め合う」 

・ 学習意欲77％ →「自ら学ぶ」意欲を高める工夫 
エ 栗原小（岡野校長） 

・ 校舎、校庭など美しい環境が保たれている 91％ 
→ＰＴＡの力添え、保護者・地域の方の力添え 

・ 保健体育、心身の向上、不登校対策、体力づくりに力を入れて研
修を進めてきた 

・ 課題だった家庭学習への取組が向上した 
・ 読書への取組が課題、本よりタブレットに手が伸びてしまう 

オ 学校評価の結果の説明への質問や意見 
・ 調査は紙媒体での実施か → foamsで実施、匿名 
・ 質問項目に少し違いがあるが → 基本は学園で合わせている 

   ② グループ協議 
   ③ 情報共有（各グループ代表者発表） 



 

    ア 第１グループ（栄小） 
     ・ 学校評価で出された内容はグランドデザインに反映されている 
      → いかに職員、地域、保護者に周知し、協力を得ていくか 
     ・ 次年度CSで地域を巻き込んで、本校の低い子どもの意欲の部分

を向上させていくかが大切 
    イ 第２グループ（九重小） 
     ・ 学校での教育をすすめるとともに、それを支えるためにＰＴＡ

活動の見直し、地域での協働、イベントの開催などを土台として
協力を得ていく 

     ・ 地域・保護者の協力を得るための周知し、全員で協働していく
システムが必要 

    ウ 第３グループ（栗原小） 
     ・ グランドデザインの周知のためのＨＰ、スクリレ等の活用 
     ・ 目指す児童生徒像に照らし合わせた学校評価項目の中で、数値

化できるものとできないものとあり難しい 
     ・ CSを進めている学校は、SDGsの17番パートナーシップを入れて

いってよいのでは 
    エ 第４グループ（桜中） 
     ・ 地域人材を活用し、学校をサポートしていくための「人材バン

ク」の組織が必要 
     ・ ８学年で地域事業所にお世話になっての職場体験学習の推進 
     ・ 心の教育について、地域の方と進めるボランティア活動 

     ・ 部活動の地域移行に向けた連携 
(4)今後の予定について 

   〇 次年度、CS協議会について 
 
４ 閉会 
 

 
 

 



令和５年度  第４回桜学園コミュニティ・スクール  推進会議  

 

  日時：令和６年２月２日(金) 

               ９：３０～ 

場所：栗原小学校  会議室 

 
 

次 第 
 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 授業参観  

 

４ 協  議 

(1) 前回会議の内容について  

(2) 学園の教育活動について  

(3) 熟 議 

「学校の教育活動においての今年度の成果と課題」 

 ・学校評価アンケートの結果より（保護者）  

(4) 今後の予定について  

(5) そ の 他 

 

５ 閉  会 



番号 委嘱の区分 氏　名 よみがな 所属・役職 出欠席

1 (2) 地域住民 野村　光良 のむら　みつよし
Ｒ５地域学校協働活動推進員
Ｒ５桜中後援会長 出席

2 (2) 地域住民 中埜　貴元 なかの　たかゆき 国土地理院勤務 出席

3 (2) 地域住民 水谷　浩子 みずたに　ひろこ Ｒ４学校評議員 欠席

4 (1) 児童・生徒の保護者 五頭　泰誠 ごとう　やすまさ
Ｒ５桜中ＰＴＡ会長
Ｒ５ＣＳ推進会議座長 欠席

5 (3) 各学校長・教職員 嶋田　　稔 しまだ　みのる Ｒ５桜中校長 出席

6 (4) 学識経験者 酒井　政彦 さかい　まさひこ
Ｒ５地域学校協働活動推進員
主任児童委員　元栄小校長 出席

7 (2) 地域住民 後藤　美千代 ごとう　みちよ 金田台の生態系を守る会 欠席

8 (2) 地域住民 鈴木　清次 すずき　せいじ 桜川漁業協同組合代表理事組合長 欠席

9 (2) 地域住民 橋本　幸雄 はしもと　ゆきお 栄幼稚園園長 欠席

10 (1) 児童・生徒の保護者 猪野　研一 いの　けんいち Ｒ５栄小ＰＴＡ会長 欠席

11 (4) 学識経験者 久松　正樹 ひさまつ　まさき
Ｒ４栄小校長
Ｒ５ＣＳ推進会議副座長 欠席

12 (3) 各学校長・教職員 三輪　俊一 みわ　しゅんいち Ｒ５栄小校長 出席

13 (1) 児童・生徒の保護者 吉田　　博 よしだ　ひろし Ｒ５地域学校協働活動推進員 出席

14 (2) 地域住民 白砂　統己 しらすな　もとき Ｒ４学校評議委員 おやじの会会長 出席

15 (2) 地域住民 細田　　潤　 ほそた　じゅん Ｒ４学校評議員 欠席

16 (2) 地域住民 片岡　　均 かたおか　ひとし Ｒ４学校評議員 欠席

17 (1) 児童・生徒の保護者 石井　かおる いしい　かおる Ｒ５九重小ＰＴＡ会長 欠席

18 (3) 各学校長・教職員 小林　真理子 こばやし　まりこ Ｒ５九重小校長 出席

19 (2) 地域住民 中泉　正市 なかいずみ　まさいち 元ＰＴＡ会長　Ｒ４学校評議員　学校環境整備 出席

20 (4) 学識経験者 天貝　　貢 あまがい　みつぎ Ｒ５栗原小地域学校協働活動推進員
元二の宮小校長・Ｐ連・民生委員 出席

21 (2) 地域住民 樋口　弓子 ひぐち　ゆみこ
元ＰＴＡ会長　Ｒ４学校評議員

現県ＰＴＡ連絡協議会役員 出席

22 (2) 地域住民 宮本　孝礼 みやもと　たかひろ 郵便局長 出席

23 (4) 学識経験者 宮本　健次 みやもと　けんじ 元学校評議員 出席

24 (1) 児童・生徒の保護者 飯岡　達郎 いいおか　たつろう Ｒ５栗原小ＰＴＡ会長 出席

25 (3) 各学校長・教職員 岡野　真弓 おかの　まゆみ Ｒ５栗原小校長 出席
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白砂 統己
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飯岡 達郎

吉田 座長代理

入口

酒井 政彦 橋本 幸雄

三輪 俊一



 

会 議 録 

会議の名称 令和５年度第３回桜学園ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ（CS）推進会議 
開催日時 令和５年 12 月１日（金） 開会 9:30 閉会 11:30 
開催場所 桜学園つくば市立九重小学校 会議室 
事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 
出 
席 
者 

委員 
 

野村光良、中埜貴元、水谷浩子、五頭泰誠 
酒井政彦、鈴木清次、猪野 研一 
久松正樹、吉田博、白砂統己、片岡均、 
石井かおる、中泉正市、樋口弓子、宮本孝礼 
宮本健次、飯岡達郎 
桜中学校：校長 嶋田稔、   
栄小学校：校長 三輪俊一  
九重小学校：校長 小林真理子  
栗原小学校：校長 岡野真弓   

その他 教頭 芳賀 千恵、教頭 佐伯 鉄夫 
事務局 教育局次長 久保田靖彦  

社会教育主事 渡邉亮太、社会教育主事 村上和宏 
地域連携教育指導員 酒井和宏、地域連携指導員 小島健 

公開・非公開の別 ☑公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 ０人 
非公開の場合はそ

の理由 
 
 

議題 
 

１ 前回の会議の内容について 
２ 学園の教育活動について 
３ 熟議「学校の教育活動において、子供たちのために学校

と地域が行えることは」 
４ その他（推進会議の今後の予定） 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 
会

議

次

第 

１ 開会（１）座長あいさつ （２）学園長あいさつ 
２ 授業参観 
３ 第２回議事の確認 
４ 協議 
５ 閉会 

 
 ＜審議内容＞ 

１ 開会 （１）座長あいさつ （２）学園長あいさつ 

２ 授業参観 

３ 第２回議事の確認 



 

４ 協議 

 （１）桜学園の教育活動の報告（学校、地域、保護者より） 

    ・各学校の 7 月～12 月までの教育活動について 

   

（２）コニュニティースクールの「ねらい」や「方向性」についての再確認 

 （３）熟議  ファシリテーター：久松副座長  

 〈協議１〉 

  テーマ「学校の教育活動において、子供たちのために学校と地域が行える

ことは」 

  ① グループ協議 50 分間 

  ② 情報共有（グループ代表者発表） 

   グループ１(栗原小学校) 

 ・地域の方で学校のサポート（登下校の見守り、図書ボラン

ティア、草刈等） 

         ・大学生の活用 

         ・保幼小の更なる連携（合同運動会等） 

         ・生涯福祉事業所との連携 

         ・高齢者との農業体験 

         ・バザーの実施 

         ☆地域・学校とのコミュニケーションが必要ではないか。 

         ☆地域人材を使っての体験活動を行わせてあげたい。 

    

グループ２（栄小学校） 

・地域でできることの再確認 

・行事の継続（経験不足、自己肯定感が弱い・自然の活用） 

         ・褒める場を作る 

           

   グループ３（九重小学校） 

         ・人材バンクの整備（学校に関わる仕組みの整備） 

         ・環境整備の簡素化 

         ・ＧＴの出前授業（大学生等） 

         ・防災訓練、通学路点検 

         ・おやじの会の活動（祭り、バザー）→地域の活性化 

         ・伝統文化の伝承 

 

   グループ４（桜中学校） 

 ・駐車場の不足 

 ・部活動の外部コーチの人材の確保 

       

 〈その他〉CS 推進会議の予定について（栗原小岡野校長） 

      〇第４回開催予定  令和６年２月２日（金）栗原小 

 

５ 閉会 

 



 

会 議 録 

会議の名称 令和５年度第４回桜学園ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ(CS)推進会議 

開催日時 令和６年２月２日 開会９：３０ 閉会１１：３０ 

開催場所 桜学園つくば市立栗原小学校 会議室 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

出 

席 

者 

委員 

 

野村光良、中埜貴元、酒井政彦、吉田博、白砂統己、 

中泉正市、天貝貢、樋口弓子、宮本孝礼、宮本健次、 

飯岡達郎 

桜中学校：校長 嶋田稔   

栄小学校：校長 三輪俊一 

九重小学校：校長 小林真理子 

栗原小学校：校長 岡野真弓   

その他 桜中学校：教頭 先﨑敬広 

栗原小学校：教頭 佐伯鉄夫 

事務局 生涯学習推進課 課長 澤頭由紀子 

生涯学習推進課 係長 飯島遊  

生涯学習推進課 社会教育主事 村上和宏 

地域連携教育指導員 酒井和宏 小島健 

公開・非公開の別 ☑公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 ０人 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

１ 前回の会議の内容について 

２ 学園の教育活動について 

３ 熟議「学校の教育活動においての今年度の成果と課題」 

４ 今後の予定について 

５ その他 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 

会

議

次

第 

１ 開会 

２ 挨拶 

３ 授業参観 

４ 協議 

５ 閉会 

 



 

 ＜審議内容＞ 
１ 開会  
２ 挨拶 
３ 授業参観 
４ 協議 
 (1)前回の会議内容について 

桜学園の教育活動の報告（学校、地域、保護者より） 
   ① 各学校の12月～１月までの教育活動について 
    ・ 各学校で新入生保護者説明会を実施 
(2)学園の教育活動について 

 (3)熟議 ファシリテーター：嶋田校長（桜中） 

「学校の教育活動においての今年度の成果と課題」 

   ① 各校の学校評価(保護者アンケート)の結果の説明 
    ア 桜中（嶋田校長） 

・ スポーツ・運動への取組 昨年比＋９％ 
・ 家庭での手紙・提出物の確認 昨年比＋８％ 
・ 校舎、校庭など美しい環境が保たれている 昨年比－８％ 
・ わかりやすい授業 69％→授業改善に努めている 
・ 学校が楽しい 85％    

イ 栄小（三輪校長） 
・ 16項目が80％以上の肯定的が16項目、90％以上が8項目 
・ 子どもたちの居場所づくり・絆づくりという組織目標 

・ 保護者に見えにくい部分について学校だよりの配信 
・ 本を読んでいる、学習時間 50％以下→家庭の協力を得ながら 
・ 体力向上が課題→養護教諭、体育部職員と対策検討 

ウ 九重小（小林校長） 
・ 組織目標「自ら学び伝え合いよさを認め高め合うことができる
児童の育成」に照らし合わせて 

・ 基礎学力が身に付いている87％ 「学び」 
・ 楽しく学校に通っている90％ 友達と仲良くしている95％ 
→ 自己有用感、自己肯定感 「伝え合いよさを認め高め合う」 

・ 学習意欲77％ →「自ら学ぶ」意欲を高める工夫 
エ 栗原小（岡野校長） 

・ 校舎、校庭など美しい環境が保たれている 91％ 
→ＰＴＡの力添え、保護者・地域の方の力添え 

・ 保健体育、心身の向上、不登校対策、体力づくりに力を入れて研
修を進めてきた 

・ 課題だった家庭学習への取組が向上した 
・ 読書への取組が課題、本よりタブレットに手が伸びてしまう 

オ 学校評価の結果の説明への質問や意見 
・ 調査は紙媒体での実施か → foamsで実施、匿名 
・ 質問項目に少し違いがあるが → 基本は学園で合わせている 

   ② グループ協議 
   ③ 情報共有（各グループ代表者発表） 



 

    ア 第１グループ（栄小） 
     ・ 学校評価で出された内容はグランドデザインに反映されている 
      → いかに職員、地域、保護者に周知し、協力を得ていくか 
     ・ 次年度CSで地域を巻き込んで、本校の低い子どもの意欲の部分

を向上させていくかが大切 
    イ 第２グループ（九重小） 
     ・ 学校での教育をすすめるとともに、それを支えるためにＰＴＡ

活動の見直し、地域での協働、イベントの開催などを土台として
協力を得ていく 

     ・ 地域・保護者の協力を得るための周知し、全員で協働していく
システムが必要 

    ウ 第３グループ（栗原小） 
     ・ グランドデザインの周知のためのＨＰ、スクリレ等の活用 
     ・ 目指す児童生徒像に照らし合わせた学校評価項目の中で、数値

化できるものとできないものとあり難しい 
     ・ CSを進めている学校は、SDGsの17番パートナーシップを入れて

いってよいのでは 
    エ 第４グループ（桜中） 
     ・ 地域人材を活用し、学校をサポートしていくための「人材バン

ク」の組織が必要 
     ・ ８学年で地域事業所にお世話になっての職場体験学習の推進 
     ・ 心の教育について、地域の方と進めるボランティア活動 

     ・ 部活動の地域移行に向けた連携 
(4)今後の予定について 

   〇 次年度、CS協議会について 
 
４ 閉会 
 

 
 

 



令和５年度  第４回桜学園コミュニティ・スクール  推進会議  

 

  日時：令和６年２月２日(金) 

               ９：３０～ 

場所：栗原小学校  会議室 

 
 

次 第 
 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 授業参観  

 

４ 協  議 

(1) 前回会議の内容について  

(2) 学園の教育活動について  

(3) 熟 議 

「学校の教育活動においての今年度の成果と課題」 

 ・学校評価アンケートの結果より（保護者）  

(4) 今後の予定について  

(5) そ の 他 

 

５ 閉  会 



番号 委嘱の区分 氏　名 よみがな 所属・役職 出欠席

1 (2) 地域住民 野村　光良 のむら　みつよし
Ｒ５地域学校協働活動推進員
Ｒ５桜中後援会長 出席

2 (2) 地域住民 中埜　貴元 なかの　たかゆき 国土地理院勤務 出席

3 (2) 地域住民 水谷　浩子 みずたに　ひろこ Ｒ４学校評議員 欠席

4 (1) 児童・生徒の保護者 五頭　泰誠 ごとう　やすまさ
Ｒ５桜中ＰＴＡ会長
Ｒ５ＣＳ推進会議座長 欠席

5 (3) 各学校長・教職員 嶋田　　稔 しまだ　みのる Ｒ５桜中校長 出席

6 (4) 学識経験者 酒井　政彦 さかい　まさひこ
Ｒ５地域学校協働活動推進員
主任児童委員　元栄小校長 出席

7 (2) 地域住民 後藤　美千代 ごとう　みちよ 金田台の生態系を守る会 欠席

8 (2) 地域住民 鈴木　清次 すずき　せいじ 桜川漁業協同組合代表理事組合長 欠席

9 (2) 地域住民 橋本　幸雄 はしもと　ゆきお 栄幼稚園園長 欠席

10 (1) 児童・生徒の保護者 猪野　研一 いの　けんいち Ｒ５栄小ＰＴＡ会長 欠席

11 (4) 学識経験者 久松　正樹 ひさまつ　まさき
Ｒ４栄小校長
Ｒ５ＣＳ推進会議副座長 欠席

12 (3) 各学校長・教職員 三輪　俊一 みわ　しゅんいち Ｒ５栄小校長 出席

13 (1) 児童・生徒の保護者 吉田　　博 よしだ　ひろし Ｒ５地域学校協働活動推進員 出席

14 (2) 地域住民 白砂　統己 しらすな　もとき Ｒ４学校評議委員 おやじの会会長 出席

15 (2) 地域住民 細田　　潤　 ほそた　じゅん Ｒ４学校評議員 欠席

16 (2) 地域住民 片岡　　均 かたおか　ひとし Ｒ４学校評議員 欠席

17 (1) 児童・生徒の保護者 石井　かおる いしい　かおる Ｒ５九重小ＰＴＡ会長 欠席

18 (3) 各学校長・教職員 小林　真理子 こばやし　まりこ Ｒ５九重小校長 出席

19 (2) 地域住民 中泉　正市 なかいずみ　まさいち 元ＰＴＡ会長　Ｒ４学校評議員　学校環境整備 出席

20 (4) 学識経験者 天貝　　貢 あまがい　みつぎ Ｒ５栗原小地域学校協働活動推進員
元二の宮小校長・Ｐ連・民生委員 出席

21 (2) 地域住民 樋口　弓子 ひぐち　ゆみこ
元ＰＴＡ会長　Ｒ４学校評議員

現県ＰＴＡ連絡協議会役員 出席

22 (2) 地域住民 宮本　孝礼 みやもと　たかひろ 郵便局長 出席

23 (4) 学識経験者 宮本　健次 みやもと　けんじ 元学校評議員 出席

24 (1) 児童・生徒の保護者 飯岡　達郎 いいおか　たつろう Ｒ５栗原小ＰＴＡ会長 出席

25 (3) 各学校長・教職員 岡野　真弓 おかの　まゆみ Ｒ５栗原小校長 出席
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会 議 録 

会議の名称 令和５年度第３回桜学園ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ（CS）推進会議 
開催日時 令和５年 12 月１日（金） 開会 9:30 閉会 11:30 
開催場所 桜学園つくば市立九重小学校 会議室 
事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 
出 
席 
者 

委員 
 

野村光良、中埜貴元、水谷浩子、五頭泰誠 
酒井政彦、鈴木清次、猪野 研一 
久松正樹、吉田博、白砂統己、片岡均、 
石井かおる、中泉正市、樋口弓子、宮本孝礼 
宮本健次、飯岡達郎 
桜中学校：校長 嶋田稔、   
栄小学校：校長 三輪俊一  
九重小学校：校長 小林真理子  
栗原小学校：校長 岡野真弓   

その他 教頭 芳賀 千恵、教頭 佐伯 鉄夫 
事務局 教育局次長 久保田靖彦  

社会教育主事 渡邉亮太、社会教育主事 村上和宏 
地域連携教育指導員 酒井和宏、地域連携指導員 小島健 

公開・非公開の別 ☑公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 ０人 
非公開の場合はそ

の理由 
 
 

議題 
 

１ 前回の会議の内容について 
２ 学園の教育活動について 
３ 熟議「学校の教育活動において、子供たちのために学校

と地域が行えることは」 
４ その他（推進会議の今後の予定） 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 
会

議

次

第 

１ 開会（１）座長あいさつ （２）学園長あいさつ 
２ 授業参観 
３ 第２回議事の確認 
４ 協議 
５ 閉会 

 
 ＜審議内容＞ 

１ 開会 （１）座長あいさつ （２）学園長あいさつ 

２ 授業参観 

３ 第２回議事の確認 



 

４ 協議 

 （１）桜学園の教育活動の報告（学校、地域、保護者より） 

    ・各学校の 7 月～12 月までの教育活動について 

   

（２）コニュニティースクールの「ねらい」や「方向性」についての再確認 

 （３）熟議  ファシリテーター：久松副座長  

 〈協議１〉 

  テーマ「学校の教育活動において、子供たちのために学校と地域が行える

ことは」 

  ① グループ協議 50 分間 

  ② 情報共有（グループ代表者発表） 

   グループ１(栗原小学校) 

 ・地域の方で学校のサポート（登下校の見守り、図書ボラン

ティア、草刈等） 

         ・大学生の活用 

         ・保幼小の更なる連携（合同運動会等） 

         ・生涯福祉事業所との連携 

         ・高齢者との農業体験 

         ・バザーの実施 

         ☆地域・学校とのコミュニケーションが必要ではないか。 

         ☆地域人材を使っての体験活動を行わせてあげたい。 

    

グループ２（栄小学校） 

・地域でできることの再確認 

・行事の継続（経験不足、自己肯定感が弱い・自然の活用） 

         ・褒める場を作る 

           

   グループ３（九重小学校） 

         ・人材バンクの整備（学校に関わる仕組みの整備） 

         ・環境整備の簡素化 

         ・ＧＴの出前授業（大学生等） 

         ・防災訓練、通学路点検 

         ・おやじの会の活動（祭り、バザー）→地域の活性化 

         ・伝統文化の伝承 

 

   グループ４（桜中学校） 

 ・駐車場の不足 

 ・部活動の外部コーチの人材の確保 

       

 〈その他〉CS 推進会議の予定について（栗原小岡野校長） 

      〇第４回開催予定  令和６年２月２日（金）栗原小 

 

５ 閉会 
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